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昨
年
末
、
衆
院
選
で
大
勝
し
た
自
民

党
に
よ
る
新
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
明
る
い
見
通
し
が
立
た
な
い

社
会
情
勢
の
中
、
既
成
政
党
へ
の
期
待

感
の
低
下
や
新
た
に
結
党
さ
れ
た
第
三

極
各
党
も
信
頼
を
集
め
き
れ
ず
、
国
民

の
政
治
に
対
す
る
期
待
度
の
低
さ
が
戦

後
最
低
の
投
票
率
と
し
て
如
実
に
現
れ

た
選
挙
で
あ
り
ま
し
た
。
新
政
権
に
よ

る
再
ス
タ
ー
ト
が
、
景
気
低
迷
や
雇
用

不
安
等
の
状
況
に
、
少
し
で
も
希
望
の

光
を
灯
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
は
市
長
任
期

4
年
目
の
区
切
り
を
迎
え
ま
す
。
就
任

以
来
力
を
注
い
で
き
た
喫
緊
の
課
題
に

つ
い
て
も
、
解
決
に
向
け
た
道
筋
が
見

え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

昨
年
は
、
合
併
以
来
の
懸
案
で
あ
っ

た
市
役
所
新
本
庁
舎
の
基
本
設
計
が
ま

と
ま
り
、
建
設
地
の
造
成
が
完
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
安
曇
野
菜
園
に
つ
い
て

は
、
清
算
が
結
了
し
新
た
な
指
定
管
理

者
へ
事
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
土
地
利
用
制
度
に
つ
い
て
は
、

12
月
に
豊
科
の
線
引
き
制
度
の
正
式
な

廃
止
が
決
ま
り
、
全
市
統
一
の
制
度
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
に
関
し
ま
し
て
は
、
施

設
の
視
察
見
学
会
を
実
施
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
る
機
会
と
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
豊
科
イ
ン
タ
ー
の
安
曇

野
イ
ン
タ
ー
へ
の
改
称
や
明
科
複
合
施

設
の
一
部
供
用
開
始
な
ど
、
就
任
以
来

の
取
り
組
み
に
成
果
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
課
題
に
進
展
が
見

ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
に
迎
え
た
本
年
は
、
4
月
に
新

本
庁
舎
建
設
が
着
工
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
地
下
水
に
関
す
る
条
例
や
農
業
農

村
振
興
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
も
控
え

て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に“
仕
上
げ
の
年
”

と
な
る
本
年
も
、
現
場
主
義
を
モ
ッ
ト

ー
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
共
に
汗
を
流
し
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

宮
澤
市
長 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
平
和
で
希
望
あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
事
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



平成
元年

（昭和64年）

昭和
52年

昭和
40年

昭和
28年

昭和
16年

昭和
４年

平成
13年

男年
女己

飯
いいぬま

沼綾
あや

梨
り

さん（三郷明盛）
絵を描くことが好きで、
最近は英語の勉強も頑張
っています。

等
と ど り き

々力大
だ い き

輝さん
（豊科南穂高）
お店をやっているお父
さんたちの役に立ちた
いです。

鶴
つ る み

見幸
ゆ き こ

子さん（三郷温）
若いころは養蚕もしてい
ました。今も家のリンゴ
作りを手伝っています。

笠
か さ い

井公
き み こ

子さん
（穂高有明）
ガーデニングが趣味
です。

内
う ち だ

田彰
あきかつ

克さん（堀金烏川）
写真を撮ったり、仲間と
ツーリングに行ったりし
て、日々楽しんでいます。

望
もちづき

月惠
け い こ

子さん
（明科中川手）

演劇鑑賞団体「まつもと市民
劇場」の事務局長を務めてい
ます。これからも笑顔で過ご
せますように。

恩
お ん だ

田明
め い じ

治さん
（堀金三田）
定年後、趣味の写
真やインターネッ
ト を 楽 し み な が
ら、充実した毎日
を送っています。

矢
や ば な

花好
よ し こ

子さん
（明科七貴）
畑仕事と３つ子の孫
たちが大好きです。

 杏
からもも

 育
い く お

男さん（穂高）
妻や仲間たちとマレット
ゴルフや旅行も楽しんで
います。

降
ふりはた

旗清
き よ し

志さん
（三郷明盛）
福祉の仕事をしなが
ら、家の農業も手伝
っています。

古
ふるかわ

川亜
あ み

美さん（豊科光）
保育を学び、福祉施設で働
いて３年目です。

遠
えんどう

藤祐
ゆ う き

貴さん
（明科南陸郷）
地元の消防団で、ポ
ンプなどを扱う機関
長をしています。

水
みずたに

谷香
か お り

織さん（豊科）
10 月に３番目の子ども、あかねを
出産し、子育てに頑張っています。

岩
いわむら

村和
かずとし

俊さん（三郷小倉）
灸院を営む傍ら、農業を始めて
３年目になります。

主な出来事
●ベルリンの壁崩壊
●旧豊科町がクラムザッハ町

と友好都市盟約調印
ヒット曲

●川の流れのように
　（美空ひばり）
● Diamonds
　（プリンセス・プリンセス）

主な出来事
●白黒テレビ放送が廃止
●穂高に天蚕センターが完成

ヒット曲
●あずさ２号（狩人）
●ＵＦＯ（ピンクレディー）

主な出来事
●愛子内親王誕生
●アメリカ同時多発テロ
●犀川に新光橋完成

ヒット曲
● Can you keep a secret?
　（宇多田ヒカル）
●Ｍ（浜崎あゆみ）

主な出来事
●世界恐慌
●飛行船ツェッペリン号
　世界一周

ヒット曲
●東京行進曲（佐藤千夜子）
●モン巴

ぱ り

里

主な出来事
●太平洋戦争勃発

ヒット曲
●たきび
●めんこい仔馬
　（二葉あき子）

主な出来事
●奄美群島が日本に返還

ヒット曲
●君の名は（織井茂子）
●雪の降るまちを（高英男）

主な出来事
●イリオモテヤマネコ発見
●南安曇郡内15農協が合併し、
　あづみ農協共同組合発足

ヒット曲
●函館の女（北島三郎）
●君といつまでも（加山雄三）

 平成 25 年は十二支の巳年（へび年）。
 年
としおとこ

男、年
としおんな

女の皆さんに新年の抱負などを伺いました。
 皆さんにとって良い年でありますように。

新年の抱負
2013
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●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
番
地
46

県
安
曇
野
庁
舎
内
契
約
管
財
課
契
約

管
財
担
当

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発

電
用
施
設
の
立
地
地
域
や
周
辺
地
域
で

行
わ
れ
る
公
共
施
設
の
整
備
や
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内

に
は
9
カ
所
の
発
電
用
施
設
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
１
３
８
３
万
２
０
０
０
円

の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
交
付

さ
れ
、
市
内
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
に
活
用
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
で
功
績
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
が
各
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
24
年
度
の
受
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
春
の
褒
章
（
4
月
29
日
）

【
藍
綬
褒
章
】
⺽
井
健
二 

（
穂
高
）

▽
長
野
県
知
事
表
彰
式
（
6
月
7
日
）

【
統
計
功
労
者
】
神
谷
富
子
（
穂
高
）、

蓮
井
昭
秋
（
穂
高
）

▽
長
野
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
（
11
月

9
日
）

【
総
務
大
臣
表
彰
】米
窪
良
枝（
堀
金
）

【
統
計
功
労
賞
】
勝
川
祐
喜
重
（
穂

高
）、
山
浦
美
惠
子
（
豊
科
）

【
統
計
行
政
協
力
者
表
彰
】
小
山
満

智
枝（
明
科
）、等
々
力
啓
司（
穂
高
）、

野
本
矩
男
（
三
郷
）、原
美
智
代
（
豊

科
）、
宮
島
睦
（
穂
高
）

【
長
野
県
統
計
協
会
長
表
彰
】
平
井

か
づ
子（
豊
科
）、保
尊
勝
夫（
穂
高
）、

真
峯
光
子
（
堀
金
）、遊
槗
洪
基
（
豊

科
）

【
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
員
】

勝
川
祐
喜
重
（
穂
高
） 

平
成
25
・
26
年
度
分
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設
計

コ
ン
サ
ル
、
業
務
委
託
お
よ
び
物
品
購

入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事

業
者
の
皆
さ
ん
は
、
必
ず
参
加
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

１
月
15
日（
火
）～
2
月

12
日
（
火
）（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

●
申
請
様
式　

県
様
式
ま
た
は
国
土
交

通
省
統
一
様
式
を
準
用

※
様
式
と
添
付
書
類
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法　

必
要
書
類
を
Ａ
4
判
フ

ァ
イ
ル（
金
属
製
金
具
を
使
用
し
て
い

な
い
も
の
）
に
閉
じ
て
持
参
す
る
か
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

uhttp//w
w

w
.city.azum

ino.
nagano.jp

●
提
出
部
数　

１
部

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容

を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
共

に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。個
々
の
ご

意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度

ま
で
の
「
第
2
次
安
曇
野
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
家
庭
・
地
域
・
職
場

･
学
校
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女

が
対
等
な
立
場
で
参
画
の
機
会
が
保
障

さ
れ
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
番
地
46

本
庁
舎
内
人
権
男
女
共
同
参
画
課

mjinkensonchou@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
閲
覧
期
間
・
募
集
期
間　

１
月
9
日

（
水
）
～
2
月
7
日
（
木
）（
必
着
）

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
34
年
度

ま
で
の
「
安
曇
野
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
市
総
合
計
画
で

定
め
た
分
野
別
基
本
方
針
「
豊
か
な
産

業
の
あ
る
ま
ち
の
形
成
」
の
実
現
に
向

け
て
、
市
の
観
光
振
興
の
基
本
方
針
と

な
る
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８
番
地

穂
高
総
合
支
所
内
商
工
観
光
部
観
光
課

msho-kankoushinkou@
city.

azum
ino.nagano.jp

●
閲
覧
期
間
・
募
集
期
間　

1
月
9
日

（
水
）
～
2
月
7
日
（
木
）（
必
着
）

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
34
年
度

ま
で
の「
安
曇
野
市
健
康
づ
く
り
計
画

（
第
2
次
）」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
市
民
の
健
康
の
増
進

と
健
康
長
寿
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
課

mkenkousuishin@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
閲
覧
期
間
・
募
集
期
間　

1
月
18
日

（
金
）
～
2
月
18
日
（
月
）（
必
着
）

市
で
進
め
る
次
の
3
つ
の
計
画
等
の

案
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
か
ら
、
意
見
と
要
望
を
募
集
し

ま
す
。
意
見
等
が
あ
る
場
合
は
、
各
担

当
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か

通
勤
、
通
学
す
る
人
。
市
内
で
事
業

な
ど
を
行
う
個
人
、
ま
た
は
法
人
。

●
閲
覧
方
法　

計
画
案
・
ビ
ジ
ョ
ン
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
内
地
域
支
援
課
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
内
「
く
る
り
ん
広
場
」、

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

要
望
事
項
を
記
載
し
、
個
人
の
場
合

は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務
先
、
学
校

名
）・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
法
人
の

場
合
は
、
法
人
名
・
代
表
者
名
・
所

在
地
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
・
持
参
･
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
事
項
の
記
載

が
な
い
場
合
や
、
電
話
・
口
頭
に
よ

る
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

（公財）長野県市町村振興協会の助成で防災資機材を整備

豊科地域の上鳥羽区自主防災会では、公益財団法人長野県市町村振興
協会の平成 24 年度地域活動助成事業（宝くじ助成事業）を活用し、防災
活動に必要な発電機、大型かまど、トランシーバーなどを整備しました。

なお、この事業は、一定地域の住民が当該地域を災害から守るため結
成した組織（自主防災組織）の災害被害防止活動の支援と、宝くじの普
及広報事業のために行われています。

問豊地域支援課地域担当（472・3111 ㈹ 672・8340）

集

募

見

意平
成
25
・
26
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け

問
安
契
約
管
財
課
契
約
管
財
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

問
安
企
画
政
策
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

統
計
功
労
者
に

安
曇
野
市
か
ら
15
人

問
安
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

第
２
次
安
曇
野
市
男
女

共
同
参
画
計
画
（
案
）

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

1

安
曇
野
市
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

問
穂
観
光
課
観
光
振
興
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

2

安
曇
野
市
健
康
づ
く
り

計
画
（
第
２
次
）（
案
）

問
健
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

3

せ

ら

知

お

上鳥羽区自主防災会で整備した備品
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●
抽
選
日
時

2
月
18
日
（
月
）午
後
1
時
30
分
、

穂
高
総
合
支
所
西
く
る
り
ん
広
場

（
予
定
）

※
遺
骨
が
あ
る
人
を
優
先
し
ま
す
。
遺

骨
所
持
者
の
申
し
込
み
数
が
募
集
区

画
数
を
上
回
っ
た
場
合
、
遺
骨
が
な

い
人
は
抽
選
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
穂
高
総
合
支
所
内
生
活

環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
内
地
域
支

援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

豊
地
域
支
援
課（
72
・
３
１
１
１
㈹
）

穂
地
域
支
援
課（
82
・
３
１
３
１
㈹
）

三
地
域
支
援
課（
77
・
３
１
１
１
㈹
）

堀
地
域
支
援
課（
72
・
３
１
０
６
㈹
）

明
地
域
支
援
課（
62
・
３
０
０
１
㈹
）

市
営
霊
園
の
使
用
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
で
き
る
人　

次
の
①
か
ら
④
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
。
①
市
に
本

籍
ま
た
は
住
所
を
有
す
る
人
②
5
年

以
内
に
墓
石
の
建
立
が
で
き
る
人
③

現
在
、
市
営
霊
園
の
聖
地
を
所
有
し

て
い
な
い
人
④
使
用
許
可
の
決
定

後
、
2
週
間
以
内
に
使
用
料
を
納
入

で
き
る
人

●
応
募
期
間　

１
月
21
日
（
月
）
～
2

月
1
日
（
金
）（
土
日
を
除
く
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
）

●
応
募
方
法　

穂
高
総
合
支
所
内
生
活

環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支

援
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書
類
な
ど

を
持
参
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
▽

住
民
票
世
帯
全
員
の
写
し
（
本
籍
の

記
載
の
あ
る
も
の
）
▽
印
章
▽
遺
骨

が
あ
る
人
は「
死
体
埋
火
葬
許
可
証
」

ま
た
は
「
墓
地
管
理
者
の
証
明
」

●
応
募
で
き
る
聖
地　

下
記
の
表
に
あ

る
霊
園
聖
地
別
と
し
、
一
世
帯
一
霊

園
と
し
ま
す
。使
用
許
可
の
決
定
は
、

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

県松本消費生活センターが移転します
　2 月 12 日（火）から松本商工会館内にある事務所
が移転し、連絡先などが変更になります。
新事務所住所・連絡先
〒 390-0852
松本市島立 1020　松本合同庁舎 4 階
440・3660 640・3701
問長野県企画部生活文化課消費生活室（4026・223・
6770）松本消費生活センター（435・1556）

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

催し

市内で活躍する音楽家の演奏を気軽
に楽しめる、人気の「ロビーコンサー
ト」。今回は、伝統的な和楽器である筝

（そう）、三絃（さんげん）、尺八でお正
月定番の名曲を演奏します。
日１月 19 日（土）正午～ 13：00
場穂高交流学習センター「みらい」
　エントランスホール
内奏者
（筝・三絃）有賀雅

ま さ え

栄さん
　　　　　  望月雅

う た き よ う

楽喜曄さん 
（尺八）吉澤玄

げんざん

山さん
演奏曲目「春の海」、「ことうた～日
本の歌～」ほか

※演奏曲目は変更になる場合があります。
申不要　
費無料　

市内在住の画家 矢野口靖さんが描い
た油彩画約 30 点を展示します。
期１月 13 日（日）～２月３日（日）
休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合
はその翌日）
場髙橋節郎記念美術館南の蔵
費無料（髙橋節郎展示室は有料）

テラコッタの持つ素材の魅力を生か
した実用品などを制作。今回は花鉢、
小物入れなどの鉢を制作します。
日１月 20 日（日）13：00 ～ 16：00
場碌山公園研成ホール研修室Ⅱ
費 500 円（粘土・焼成代含む）
定 20 人（先着順）
講幅谷啓子さん（研成ホール職員）　

顧問　柳沢廣さん（元碌山美術館館長）

中国の弦楽器「二胡」二重奏による
ミニコンサートです。暖かい格好でお
越しください。
日１月 26 日（土）　13：30 ～ 14：30
内奏者　野田裕子さん、三枝久美さん

写真家、植野賢次さんが講師を務め
るフォトサロンの結成 2 周年を記念し
て、成果を発表します。
期２月２日（土）～ ３月１日（金）
休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合
はその翌日）
時９：00 ～ 17：00
※初日は正午から、最終日は15：00まで
場記念館１Ｆ企画展示室
費無料（常設展は有料）

安曇野髙橋節郎記念美術館
矢野口靖 絵画展

問安曇野髙橋節郎記念美術館
481・3030 682・0551

美術講座
「テラコッタに触れよう」

ワークショップ参加者募集
問碌山公園研成ホール
4 682・0769

堀金公民館
ロビーミニコンサート

問堀金公民館
472・5796 672・5801

フォトサロンなかがや写真展
～よくある風景～

問貞享義民記念館
477・7550 677・7551

穂高交流学習センター「みらい」
第４回ロビーコンサート

問穂高交流学習センター「みらい」
481・3111 682・0966

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

文化財を火災から守ろう！　毎年１月 26 日は文化財防火デー
文化財防火デーは、昭和 24 年１月 26 日に世界最古の木造建築である奈良県の法隆寺金堂が炎上し、壁画が

焼失したことがきっかけで昭和 30 年に制定されました。毎年、この日を中心に文化庁と消防庁が連携・協力し、
関係団体や所有者の協力を得てさまざまな運動を行っています。市内にも多くの貴重な文化財が存在します。
文化財を火災から守り、次の世代に伝えていくためには、文化財の所有者、消防機関、行政、地域が一体となり、
火災を発生させないことが大切です。過去の主な出火原因は放火によるものです。「放火されない・させない」
体制を築き、みんなで文化財を火災から守りましょう。
問文化課文化財保護係（462・3090 662・3525）堀危機管理室（472･6769 672･6739）
　豊科消防署（472･3145）穂高消防署（482･3262）梓川消防署（478･2090）明科消防署（462･2992）

地域 豊科 穂高 三郷 明科

霊園名
アルプス霊園 穂高墓地公園 黒沢霊園 みどりヶ原

霊園
下押野
霊園2号聖地 1号聖地 4号聖地 Ａ聖域 Ｄ聖域 Ｆ聖域

区画数 2区画 1区画 3区画 1区画 2区画 1区画 1区画 3区画

区画 6.0㎡ 4.0㎡ 5.0㎡ 9.0㎡ 6.0㎡ 6.0㎡ 4.0㎡ 5.0㎡

使用料 48万円 14万円 55万円 82万5千円 55万円 55万円 18万円 22万5千円

管理料 年3,000円 年2,000円 年2,500円 年4,500円 年3,000円 年3,000円 年2,000円 年2,500円

市
営
霊
園（
返
還
聖
地
）使
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

霊 園

●市県民税	 （４期）
●国民健康保険税	 （７期）
●後期高齢者医療保険料	 （10期）
●介護保険料	 （１月分）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は1月31日（木）＝

1月の納期

●応募できる聖地

三郷生活改善グループ連絡協議会で
は、伝統のやしょうま作りの参加者を
募集します。お子さんも歓迎します。
日２月３日（日）９：00 ～
場三郷公民館調理室
費 500 円
持エプロン・手ぬぐい
定 12 人（先着順）
申１月 15 日（火）午前８時 30 分から

受け付けます。

やしょうま道場
問三産業建設課
477・3111 ㈹ 677・6060

植野さんの作品

フォトサロン作品説明会
植野賢次さんによる「フォトサロン

と作品説明会」を行います。
日２月 17 日（日）14：00 ～



★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

冬
は
、
暖
房
器
具
の
使
用
に
伴
う
灯
油

の
流
出
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

万
が
一
、
灯
油
が
河
川
な
ど
に
流
れ
込

む
と
、
水
道
水
源
の
汚
染
や
魚
類
、
農
作

物
に
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

灯
油
の
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
で
灯
油
を
貯
蔵
し
て
い
る
ご
家

庭
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
点
検
を

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
灯
油
の

配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い

か
、
油
の
残
量
が
急
激
に
減

っ
て
い
な
い
か
、
定
期
的
に

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

落
雪
や
除
雪
時
に
は
注
意

落
ち
て
き
た
雪
や
雪
か
き
の
時

の
衝
撃
で
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
灯

油
の
配
管
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

バ
ル
ブ
を
開
け
た
時
は

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
目
を
離
さ
な
い

給
油
を
す
る
時
や
タ
ン
ク
に
移
す
時
は
、

絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

バ
ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
灯
油
配
達
業
者
な
ど
に
相
談
し

て
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
は
油
の
流
出
を
防
ぐ

「
防
油
堤
」
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
を
流
出
さ
せ
た
場
合
や
、

流
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
ら
…

大
至
急
、
最
寄
り
の
消
防
署
や
市
役

所
、
地
方
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

周
辺
の
環
境
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
事
故
処
理
の
費
用
や
農

業
・
漁
業
へ
の
賠
償
を
負
担
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

汚
染
の
拡
大
を
防
止
し
、
費
用
負
担
を

減
す
た
め
に
も
、
早
期
の
発
見
・
対
応
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

灯
油
流
出
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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防
油
堤
を
設
置

し
ま
し
ょ
う


